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Evaluation Criteria in Solid Tumors）に準じて、著効、有効、安定、進行に区分

する。遺伝子治療施行部位以外に病変を認める場合には、原則的に治療効果

を併記する。可能であれば評価可能病変を治療終了後に生検して組織学的に

検索する。 

2) second endpoint 

(1) 遺伝子治療製剤が最初に投与された日からの生存期間 

(2) Performance Status の変化 

③ 中止判定基準 

1) 重篤な副作用とは以下に示すような生命に直接危機を及ぼす可能性

のあるものと定義し、これが発生し、かつ今後治療の継続が困難と判断

された場合、中止する。 

(1) 外科的治療が必要とされる出血 

(2) アナフィラキシーショック 

(3) その他、重篤な臓器障害 

なお副作用が発生した場合、臨床研究担当者はそれを詳細にカルテに

記載すると同時に本院に設置されている遺伝子治療臨床研究審査委員

会に報告し、その重篤さの程度を検討してもらい、中止すべきか否かの

審査を依頼する。 

 

2) 治療開始後 7 週目と 11 週目の主治医による評価と 13 週目の判定部会

の判定後に審査委員会でも無効と評価され、総括責任者がこれ以上の

本臨床研究の継続が、患者の不利益となる可能性が高いと判断した場

合には、当該患者に対する本臨床研究を中止する。 

3) 治療開始時点で十分なインフォームドコンセントが得られていても、治療

途中で患者が拒否した場合には、当該患者に対する本臨床研究を中止

する。 

6.  本遺伝子治療臨床研究の責任の所在 

本臨床研究に関する最終的な責任は、総括責任者が負うものとする。 

備 考 腎細胞癌に対する遺伝子治療の国内外での状況 

1994 年、米国の Simons らは手術的に摘出した腎細胞癌の腫瘍細胞を体

外で培養し、これにサイトカインの一種である顆粒球・マクロファージコロニ

ー刺激因子（GM-CSF）の遺伝子をレトロウィルスベクターを用いて導入し、

増殖を防ぐために放射線を照射した後、腎細胞癌患者へ移入する最初の

腎細胞癌の遺伝子治療を行っている。18 人に対し実施し、１例で PR（奏効

率 6%）を認めたが、13 例は治療開始後 12 ヶ月以内に死亡している。副作

用として、掻痒（4 例）、蕁麻疹（2 例）、便秘（1 例）、深部静脈血栓症（1 例）、

筋肉痛（2 例）が報告されているが、重篤なものはない。同様の遺伝子治療

は 1999 年から日本でも 4 人に対し実施された。しかしこの臨床研究では、

PR 以上を確認できた症例はなかった。４例とも既に死亡し、治療開始後の

生存期間は 7 ヶ月、45 ヶ月、72 ヶ月、103 ヶ月であった。また、副作用として

発熱（38℃未満）(２例)、接種局所の発赤、腫脹、硬結（4 例）、が報告されて

いるが、重篤なものはなかった。その後も腎細胞癌に対しては、米国などに

おいて種々のサイトカイン遺伝子を中心に、いくつかの遺伝子治療が試みら

れている。中でも Galanis らは、インターロイキン２遺伝子を用いた、正電荷リ

ポソーム製剤による進行期悪性腫瘍に対する遺伝子治療の臨床研究を実

施して、その結果を 2004 年に報告している。腎細胞癌の 31 症例のうち、１

例（3％）で著効、2 例（6％）で有効、7 例(23%)で安定、21 例(68%)で進行とい
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